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１．法人の概要 １）建学の精神 実学を重んじ真摯な態度を身につけた人間を育てる。 教育の基本理念 ― Ｍｉｓｓｉｏｎ ― 世界的視野で考え、行動できる人間を育てる。 常磐Ｖｉｓｉｏｎ ① 自立を確立する「智」の教育を推進する。 ② 豊かな創造性と真摯な学びの教育を推進する。 ③ グローカル・コモンズの構築を行う。 ④ 公益事業としての学校教育を支える経営基盤を整備する。  ２）学校法人の沿革 1909（明治42）年 11月 諸澤みよ 水戸市馬口労町に裁縫教授所（伝習所）を開設 1922（大正11）年 ４月 水戸常磐女学校を開設 1935（昭和10）年 ３月 常磐高等女学校を開設 1948（昭和23）年 ３月 学制改革により総合制の常磐女子高等学校を開設（普通科、被服科、商業科、別科） 1951（昭和26）年 ３月 私立学校法により学校法人常磐学園の設立認可 1966（昭和41）年 １月 常磐学園短期大学設立認可 1966（昭和41）年 ４月 常磐学園短期大学を開学（家政科家政専攻、家政科食物栄養専攻） 1968（昭和43）年 ４月 常磐学園短期大学に幼児教育科を増設 1970（昭和45）年 ４月 常磐学園短期大学附属幼稚園を開園 1975（昭和50）年 ４月 常磐学園短期大学に教養科を増設 1983（昭和58）年 １月 常磐大学設立認可 1983（昭和58）年 ４月 常磐大学を開学（人間科学部人間関係学科、人間科学部コミュニケーション学科） 1987（昭和62）年 ４月 常磐学園短期大学の学科名称変更（教養科を教養学科、幼児教育科を幼児教育学科、家政科家政専攻を生活科学科生活科学専攻、家政科食物栄養専攻を生活科学科食物栄養専攻） 1988（昭和63）年 ４月 常磐大学人間科学部に組織管理学科を増設 1989（平成元）年 ４月 常磐大学に大学院人間科学研究科修士課程を設置 1990（平成２）年 ４月 常磐学園短期大学を常磐大学短期大学部に名称変更し、男女共学化。経営情報学科を増設。 1990（平成２）年 ４月 常磐学園短期大学附属幼稚園を常磐大学短期大学部附属幼稚園に名称変更 1993（平成５）年 ４月 常磐大学大学院人間科学研究科に博士課程（後期）増設 1996（平成８）年 ４月 常磐大学国際学部設置（国際協力学科、国際ビジネス学科） 1999（平成11）年 ４月 常磐大学短期大学部を常磐短期大学に名称変更 1999（平成11）年 ４月 常磐大学短期大学部附属幼稚園を常磐短期大学附属幼稚園に名称変更 2000（平成12）年 ４月 常磐大学コミュニティ振興学部設置（コミュニティ文化学科、ヒューマンサービス学科） 2000（平成12）年 ４月 常磐女子高等学校を常磐大学高等学校に名称変更し、男女共学化 2002（平成14）年 ４月 常磐短期大学の幼児教育学科を幼児教育保育学科に名称変更 2003（平成15）年 ４月 常磐短期大学の教養学科および経営情報学科を統合し、キャリア教養学科を設置 2003（平成15）年 10月 常磐大学国際被害者学研究所を開設 2004（平成16）年 ４月 常磐大学大学院コミュニティ振興学研究科修士課程設置 2004（平成16）年 ４月 常磐大学人間科学部の人間関係学科と組織管理学科を改組し、心理教育学科および現代社会学科を設置 2004（平成16）年 ４月 常磐大学国際学部の国際協力学科と国際ビジネス学科を改組し、国際関係学科（国際協力学専攻、国際ビジネス学専攻）および英米語学科を設置 
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2004（平成16）年 12月 常磐短期大学の経営情報学科を廃止 2005（平成17）年 １月 学校法人常磐学園を学校法人常磐大学に名称変更 2005（平成17）年 ３月 常磐短期大学附属幼稚園を常磐大学幼稚園に名称変更 2005（平成17）年 ４月 常磐大学大学院被害者学研究科修士課程設置 2006（平成18）年 ３月 常磐短期大学の教養学科を廃止 2006（平成18）年 ４月 常磐大学コミュニティ振興学部に地域政策学科を増設 2008（平成20）年 ４月 常磐大学人間科学部心理教育学科を改組し、心理学科および教育学科を設置 2008（平成20）年 ４月 常磐大学人間科学部の現代社会学科（組織管理学コース）と国際学部の国際関係学科（国際協力学専攻、国際ビジネス学専攻）を改組し、国際学部に経営学科を設置 2008（平成20）年 ４月 常磐短期大学生活科学科食物栄養専攻を改組・募集停止し、常磐大学人間科学部に健康栄養学科を設置 2008（平成20）年 ４月 常磐短期大学の生活科学科生活科学専攻の募集を停止するとともに定員の一部を振替え、キャリア教養学科の収容定員を増員 2008（平成20）年 ４月 智学館中等教育学校を開校 2009（平成21）年 ３月 常磐短期大学生活科学科を廃止 2009（平成21）年 ４月 常磐大学教育実践研究所開設 2009（平成21）年 ５月 常磐大学国際学部国際ビジネス学科を廃止 2009（平成21）年 12月 常磐大学人間科学部人間関係学科を廃止 2010（平成22）年 ５月 常磐大学人間科学部組織管理学科および国際協力学科を廃止 2011（平成23）年 ４月     
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３）設置する学校、学部、学科等   研究科・学部 学科・専攻 設置認可日等 所 在 地 備  考 常磐大学 大学院 人間科学研究科 人間科学専攻  博士課程（後期）  1993年３月19日 茨城県水戸市 見和１丁目 430番地の１  修士課程  1989年３月17日  被害者学研究科  被害者学専攻  修士課程 2005年４月１日  コミュニティ振興学研究科  コミュニティ振興学専攻  修士課程 2004年４月１日  常磐大学 人間科学部 心理教育学科  2004年４月１日 茨城県水戸市 見和１丁目 430番地の１ 人間関係学科を改組転換 2008年度から学生募集停止 心理学科  2008年４月１日 心理教育学科を改組転換  教育学科  2008年４月１日 心理教育学科を改組転換  現代社会学科  2004年４月１日 人間関係学科社会学専攻，組織管理学科を改組転換 コミュニケーション学科  1983年１月17日   健康栄養学科  2007年12月３日 短期大学生活科学科食物栄養専攻を改組転換 国際学部 国際関係学科 国際協力学専攻 2004年４月１日 国際協力学科、国際ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科を改組転換 2008年度から学生募集停止 国際ビジネス学専攻 英米語学科  2004年４月１日 同上 経営学科  2008年４月１日 国際関係学科および人間科学部現代社会学科組織管理学コースを改組転換 コミュニティ振興学部 コミュニティ文化学科  1999年12月22日   地域政策学科  2006年４月１日   ヒューマンサービス学科  1999年12月22日   常磐短期大学 キャリア教養学科  2002年７月30日 茨城県水戸市 見和１丁目 430番地の１   幼児教育保育学科  1968年２月３日  常磐大学高等学校  1922年４月１日 茨城県水戸市新荘３丁目２番28号  智学館中等教育学校  2007年11月１日 茨城県水戸市 小吹町2092  常磐大学幼稚園   1969年12月24日 茨城県水戸市 見和１丁目 425番地     
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４）学校、学部、学科等の状況 (1) 在籍者状況（2011 年５月１日現在） ①常磐大学大学院 研究科 専攻・課程 収容定員 在籍者数 定員充足率 人間科学研究科 人間科学専攻 博士課程（後期） 18 4 (2) 22.2%   修士課程 20 17 (9) 85.0%  小 計 38 21 (11) 55.3% 被害者学研究科 被害者学専攻 修士課程 40 7 (4) 17.5% コミュニティ振興学研究科 コミュニティ振興学専攻 修士課程 40 5 (3) 12.5% 合 計 118 33 (18) 28.0% ※ ()内の数字は、女性の人数を内数で示す。 ②常磐大学 学 部 学科・専攻  収容定員 在籍者数 定員充足率 人間科学部 心理教育学科 ― 7 (0) ―  心理学科 370 351 (231) 94.9%  教育学科 164 159 (106) 97.0%  現代社会学科 328 352 (108) 107.3%  コミュニケーション学科 328 316 (225) 96.3%  健康栄養学科 328 317 (292) 96.6%  小 計 1,518 1,502 (962) 98.9% 国際学部 国際関係学科 国際協力学専攻 ― 2 (1) ―   国際ビジネス学専攻 ― 3 (0) ―  経営学科 288 309 (89) 107.3%  英米語学科 246 166 (112) 67.5%  小 計 534 480 (202) 89.9% ｺﾐｭﾆﾃｨ振興学部 コミュニティ文化学科 252 171 (87) 67.9%  地域政策学科 252 217 (55) 86.1%  ヒューマンサービス学科 336 233 (143) 69.3%  小 計 840 621 (285) 73.9% 合 計 2,892 2,603 (1,449) 90.0% ※ ()内の数字は、女性の人数を内数で示す。 ③常磐短期大学 学 科 収容定員 在籍者数 定員充足率 キャリア教養学科  280 245 (244) 87.5% 幼児教育保育学科 280 287 (279) 102.5% 合 計 560 532 (523) 95.0% ※ ()内の数字は、女性の人数を内数で示す。 ④常磐大学高等学校 収容定員 在籍者数 定員充足率 1,640  1,047 (712) 58.2% ※ ()内の数字は、女性の人数を内数で示す。 ⑤智学館中等教育学校 収容定員 在籍者数 定員充足率 480 190 (114) 39.6% ※ ()内の数字は、女性の人数を内数で示す。 ⑥常磐大学幼稚園 収容定員 在籍者数 定員充足率 175 149 (66) 85.1% ※ ()内の数字は、女性の人数を内数で示す。    



過去５年間の在籍者数推移 

 (2) 2012 年度入試状況（2012 年①常磐大学大学院    研究科 人間科学研究科 人間科学専攻    被害者学研究科 被害者学専攻コミュニティ振興学研究科 コミュニティ振興学専合 計②常磐大学    学 部 人間科学部  心理学科   教育学科   現代社会学科  コミュニケーション  健康栄養学科   ３年次 心理学科  編入学 教育学科   現代社会学科  コミュニケーション  健康栄養学科  国際学部  経営学科   英米語学科   ３年次 経営学科  編入学 英米語学科  コミュニティ振興学部 コミュニティ 地域政策学科 ヒューマンサービス  ３年次 コミュニティ 編入学 地域政策学科 ― 5 ― 

 

年５月１日現在）      専攻・課程 入学 定員 志願 者数 入学者数 人間科学専攻 博士課程（後期） 6 1 1 (1) 修士課程 10 16 8 (5) 小 計 16 17 9 (6) 被害者学専攻 修士課程 20 4 4 (1) 振興学専攻 修士課程 20 4 3 (1) 計 56 25 16 (8) ※ ()内の数字は、     学科・専攻 入学 定員 志願 者数 入学者数  90 172 79 (52)  40 91 44 (27) 現代社会学科 80 130 69 (30) コミュニケーション学科 80 108 69 (50) 健康栄養学科 80 145 81 (65) 小 計 370 646 342 (224)  5 2 0 (0)  2 3 3 (2) 現代社会学科 4 1 1 (1) コミュニケーション学科 4 1 1 (1) 健康栄養学科 4 2 1 (0) 小 計 19 9 6 4  70 144 75 (21) 英米語学科 60 78 30 (25) 小 計 130 222 105 46  4 1 1 (0) 英米語学科 3 2 1 (1) 小 計 7 3 2 (1) コミュニティ文化学科 60 57 23 (12) 地域政策学科 60 95 49 (16) ヒューマンサービス学科 80 80 44 (21) 小 計 200 232 116 (49) コミュニティ文化学科 6 0 0 (0) 地域政策学科 6 0 0 (0) 

   前年度  定員 充足率  志願 者数 入学者数 16.7%  0 0 (0) 80.0%  20 11 (6) 80.0%  20 11 (6) 20.0%  5 5 (3) 15.0%  5 3 (2) 30.0%  30 19 (11) 、女性の人数を内数で示す。   前年度  定員 充足率  志願 者数 入学者数 87.8%  218 94 (60) 110.0%  94 34 (25) 86.3%  163 89 (30) 86.3%  111 68 (46) 101.3%  196 87 (80) 92.4%  782 372 (241) 0.0%  2 0 (0) 150.0%  1 1 (0) 25.0%  1 1 (0) 25.0%  0 0 (0) 25.0%  5 4 (2) 31.6%   9 6 (2) 112.9%  162 79 (23) 70.0%  99 42 (27) 80.8%  261 121 (50) 25.0%  1 0 (0) 33.3%  1 1 (1) 28.6%  2 1 (1) 38.3%  65 33 (18) 81.7%  94 46 (13) 55.0%  78 52 (38) 58.0%  237 131 (69) 0.0%  0 0 (0) 0.0%  0 0 (0) 



  ヒューマンサービス  合 計  ３年次編入学③常磐短期大学  学科 ｷｬﾘｱ教養学科 幼児教育保育学科 合 計 ④常磐大学高等学校    入学 定員 志願 者数 入学者数 440 1,516 354 (256)※⑤智学館中等教育学校    入学 定員 志願 者数 入学者数 120 22 13 (9)※⑥常磐大学幼稚園    ３歳児 ４歳児 ５歳児 合 計 過去５年間の志願者数推移
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ヒューマンサービス学科 8 1 1 (1) 小 計 20 1 1 (1) 700 1,100 563 (319) 年次編入学 合 計 46 13 9 (6) ※ ()内の数字は、    入学 定員 志願 者数 入学者数 定員充足率140 96 89 (89) 63.6%140 156 141 (139) 100.7%280 252 230 (228) 82.1%※ ()内の数字は、   <前年度>  定員 充足率  志願 者数 入学者数 (256) 80.5%   1,543 290 (191) ※ ()内の数字は、女性の人数を内数で示す。    <前年度>  定員 充足率  志願 者数 入学者数 (9) 10.8%  43 20 (17) ※ ()内の数字は、女性の人数を内数で示す。       <前年度入園 定員 志願 者数 入園者数 定員 充足率  志願 者数 55 63 61 (34) 110.9%  45 15～20 10 10 (8) -  10 若干名 1 1 (0) -  2 - 74 72 (42) -  57 ※ ()内の数字は、志願者数推移 

※ 大学は，３

12.5%  2 2 (1) 5.0%  2 2 (1) 80.4%  1280 624 (360) 19.6%  13 9 (4) 、女性の人数を内数で示す。   前年度  定員 充足率  志願 者数 入学者数 63.6%  102 99 (98) 100.7%  166 142 (141) 82.1%  268 241 (239) 、女性の人数を内数で示す。 

前年度>  入園者数 45 (18) 9 (5) 2 (1) 56 (24) 、女性の人数を内数で示す。 

 ３年次編入学志願者を含む。 
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(3) 進路状況（2012 年３月 31 日現在） ①常磐大学大学院       <前年度>   研究科・課程 卒業生 就 職 希望者 就職者 就職率 卒業生 就 職 希望者 就職者 就職率 人間科学研究科（博士） 1 0 0 0.0% 0 0 0 0.0%人間科学研究科（修士） 5 4 4 100.0% 9 9 9 100.0%被害者学研究科（修士） 1 1 1 100.0% 5 2 2 100.0%コミュニティ振興学研究科（修士） 1 1 1 100.0% 0 0 0 0.0% ※主な進路先／【【【【就職就職就職就職】】】】警視庁、アイメンタルクリニック、法延会児童福祉施設軽井沢学園、社会福祉法人同仁会、株式会社乃村工藝社［［［［進学進学進学進学］］］］常磐大学大学院  ②常磐大学・常磐短期大学         <前年度>   学部・学科・選考 卒業生 就 職 希望者 就職者 就職率  卒業生 就 職 希望者 就職者 就職率 人間科学部 心理学科 79 61 52 85.2%   95 76 59 77.6% 教育学科 40 36 31 86.1%  - - - - 現代社会学科 86 74 59 79.7%   74 64 52 81.3% コミュニケーション学科 74 62 48 77.4%   63 55 44 80.0% 健康栄養学科 68 65 62 95.4%  - - - - 人 間 科 学 部 計 347 298 252 84.6%   232 195 155 79.5% 国際学部 経営学科 83 70 57 81.4%  - - - - 英米語学科 44 41 36 87.8%   38 30 26 86.7% 国 際 学 部 計 127 111 93 83.8%   38 30 26 86.7% コミュニティ 振興学部 コミュニティ文化学科 35 32 27 84.4%   38 35 25 71.4% 地域政策学科 36 33 28 84.8%   38 35 28 80.0% ヒューマンサービス学科 55 48 45 93.8%   54 48 45 93.8% コミュニティ振興学部 計 126 113 100 88.5%   130 118 98 83.1% 大  学  計 600 522 445 85.2%   475 409 328 80.2% キャリア教養学科 144 134 116 86.6%   145 134 109 81.3% 幼児教育保育学科 143 139 139 100.0%   125 124 124 100.0% 短期大学  計 287 273 255 93.4%  270 258 233 90.3%  ※主な就職先／［製造業］ネスレ日本株式会社、住友金属工業株式会社、日立化成工業株式会社 ［電気・ガス・熱供給・水道業］東京電力株式会社 ［情報通信業］株式会社日立アイシーシー ［運輸，郵便業］ヤマト運輸株式会社、東日本旅客鉄道株式会社 ［卸売，小売業］トヨタ部品茨城共販株式会社、茨城トヨペット株式会社、株式会社カスミ、株式会社ケーズホールディングス、株式会社水戸京成百貨店、関彰商事株式会社 ［金融，保険業］茨城県信用組合、株式会社ＪＲ東日本リテールネット、株式会社三井住友銀行、株式会社常陽銀行、株式会社東邦銀行、水戸証券株式会社、水戸信用金庫 ［サービス業］リゾートトラスト株式会社、株式会社日本レストランエンタプライズ、小野税理士法人 ［医療，福祉］茨城県社会福祉協議会、株式会社日立製作所日立総合病院、日本赤十字社茨城県支部、北水会グループ ［国家公務］防衛省・海上自衛隊 ［複合サービス事業］ＪＡグループ、日本郵政グループ、日立アプライアンス株式会社 ［地方公務］警視庁、茨城県警察本部、千葉県警察本部、茨城県市町村立小中学校職員、水戸市役所、笠間市消防本部、つくば市公立保育所    



a) 業種別進路状況 （人間科学部） 
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b) 職種別進路状況 （人間科学部） 
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③常磐大学高等学校 進  路  先 大学 国公立大学 常磐大学 その他私立大学 小計 短期大学 国公立短期大学 常磐短期大学 その他私立短期大学 小計 専門学校 専門学校 医療系専門学校 小計 就職 その他 合  計  ※主な進路先／ ［［［［国公立大学国公立大学国公立大学国公立大学大学 ［［［［私立大学私立大学私立大学私立大学］］］］常磐大学学、杏林大学、国際医療福祉大学際大学、専修大学、拓殖大学東京女子大学、東京電機大学大学、明治学院大学、立正大学［［［［私立短期大学私立短期大学私立短期大学私立短期大学］］］］常磐短期大学共立女子短期大学、國學院大学栃木短期大学大学女子短期大学部    ［［［［専門学校専門学校専門学校専門学校中央福祉専門学校、茨城理容美容専門学校究学園専門学校、つくばビジネスカレッジィーカレッジ、水戸美容専門学校校、水戸医師会看護専門学校ダテクニカルカレッジ関東、部、日立市消防本部、水戸京成百貨店立建機株式会社土浦工場   
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人数 比率 15 3.8% 51 13.0%  131 33.4% 197 50.3%  5 1.3% 35 8.9% 18 4.6% 58 14.8% 67 17.1%  31 7.9% 98 25.0% 24 6.1% 20 5.5% 392 100.0% 国公立大学国公立大学国公立大学国公立大学］］］］茨城大学、茨城県立医療大学、宇都宮大学、静岡大学常磐大学、茨城キリスト教大学、流通経済大学、神奈川大学、国際医療福祉大学、国士舘大学、駒澤大学、昭和女子大学、順天堂大学拓殖大学、玉川大学、大東文化大学、中央大学、帝京大学、東海大学東京電機大学、東北福祉大学、東洋大学、東洋英和女学院大学、獨協大学立正大学 [[[[国公立短期大学国公立短期大学国公立短期大学国公立短期大学]]]]茨城県立産業技術短期大学校、常磐短期大学、青山学院女子短期大学、亜細亜大学短期大学部、國學院大学栃木短期大学、淑徳短期大学、杉野服飾短期大学、専門学校専門学校専門学校専門学校］］］］茨城県立土浦産業技術専門学院、茨城県立水戸産業技術学院茨城理容美容専門学校、大原簿記法律専門学校、つくば栄養調理製菓専門学校つくばビジネスカレッジ専門学校、水戸経理専門学校、水戸自動車大学校水戸美容専門学校、アール医療福祉専門学校、茨城県立中央看護専門水戸医師会看護専門学校、水戸メディカルカレッジ、日本工学院専門学校、文化、成田航空ビジネス専門学校、トヨタ東京自動車大学校水戸京成百貨店、医療法人青藍会大場内科クリニック、医療法人桜水会筑波病院  

 静岡大学、高崎経済大学、山梨、学習院大学、共立女子大順天堂大学、城西大学、城西国東海大学、東京家政大学、獨協大学、日本大学、文教、関東職業能力開発大学校 、大妻女子大学短期大学部、、上智短期大学、日本体育茨城県立水戸産業技術学院、いばらき栄養調理製菓専門学校、筑波研水戸自動車大学校、水戸ビューテ茨城県立中央看護専門学校、茨城歯科専門学文化デザイナー学院、ホン東京自動車大学校 ［［［［就職就職就職就職］］］］茨城県警察本医療法人桜水会筑波病院、日
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５）役員の概要 （2012 年５月１日現在） 定員数  理事 10 名～13 名、監事 ２名 現員数  理事 11 名、監事 ２名 区  分 （選任条項） 氏   名 常勤・非常勤の別 摘    要 理 事 長 （第５条第２項） 諸澤 英道 常 勤 1991年４月 理事就任 2003年１月 理事長就任 理  事 （第６条第１項第１号） 森 征一 常 勤 2010年４月 常任理事就任 2011年３月 常任理事辞任 2011年４月 理事就任（常磐大学長、常磐短期大学長） 理  事（第６条第１項第２号） 宮田 武雄 非常勤 2006年４月 評議員就任 理事就任   佐久間 正祥 非常勤 2006年12月 評議員就任 2007年３月 理事就任   久保 文明 非常勤 2009年12月 評議員就任 2012年４月 理事就任 理  事（第６条第１項第３号） 諸澤 英道 （再 掲） 常 勤 1991年４月 理事就任 2003年１月 理事長就任   渥美 東洋 非常勤 2006年４月 理事就任   諸澤 篤子 非常勤 2008年９月 常任理事就任 2011年２月 常任理事任期満了退任 2011年３月 理事就任   髙祖 敏明 非常勤 2012年６月 理事就任 常任理事（第６条第１項第４号） 竹中 治利 常 勤 2009年３月 常任理事就任   保坂 泰夫 常 勤 2011年４月 常任理事就任   堀口 秀嗣 常 勤 2011年６月 常任理事就任 監  事 （第 14 条第１項） 荒川 誠司 非常勤 2003年４月 監事就任   若山 実 非常勤 2005年６月 監事就任 前会計年度の決算承認に係る理事会開催日後の退任役員 （退任時） 区  分 （選任条項） 氏   名 常勤・非常勤の別 摘    要 理  事（第６条第１項第２号） 髙橋 潤二郎 非常勤 2007年12月 評議員就任 2008年４月 理事就任 2012年３月 任期満了により退任 常任理事（第６条第１項第４号） 小櫃 重秀 常 勤 2005年４月 常任理事就任 2011年５月 本人からの申し出による辞任    
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６）評議員の概要 （2012 年５月１日現在） 定員数 21 名～27 名 現員数 23 名 区  分 （選任条項） 氏   名 常勤・非常勤の別 主な現職等 法人の職員 （第 25 条第１項１号） 津田 葵 常 勤 常磐大学国際学部教授 ｘｘｃｃ  淺岡 廣一 常 勤 常磐大学高等学校長   石川 良一 常 勤 智学館中等教育学校長   渡邊 光雄 常 勤 常磐大学人間科学部教授   内山 竹彦 常 勤 常磐大学人間科学部教授   秦 順一 常 勤 常磐大学人間科学部教授 卒 業 生 （第 25 条第１項２号） 池田 正則 （大学） 非常勤 水戸市社会福祉事業団 水戸市知的障害者通所授産施設みのり施設長   中﨑 啓子 （短期大学） 非常勤 元那珂市立菅谷西幼稚園長、元那珂市立戸多幼稚園長   後藤 政子 （高等学校） 非常勤 水戸市社会福祉協議会城東支部役員 在学生の保護者 （第 25 条第１項３号） 内山 克三 （大学） 非常勤 那珂市役所 （大学後援会会長就任予定者）   松本 隆 （短期大学） 非常勤 那珂市立第四中学校 （短期大学父母の会会長就任予定者）   荘司 知明 （高等学校） 非常勤 荘司デンタルラボ （高等学校ＰＴＡ会長就任予定者） 学識経験者 （第 25 条第１項 4 号） 宮田 武雄 非常勤 茨城県立産業技術短期大学校長   村田 幸子 非常勤 福祉ジャーナリスト、元ＮＨＫ解説委員   佐久間 正祥 非常勤 水戸赤十字病院長   石渡 千恵子 非常勤 石渡産婦人科病院副院長   師岡 文男 非常勤 上智大学文学部教授   橋本 五郎 非常勤 読売新聞特別編集委員   久保 文明 非常勤 東京大学法学部教授   遠山 勤 非常勤 財団法人常陽地域研究センター理事長   川俣 勝慶 非常勤 財団法人茨城県国際交流協会理事長   坂本 達哉 非常勤 慶應義塾大学教授   田中 俊郎 非常勤 慶應義塾大学名誉教授、関西大学客員教授  
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2011 年度退任評議員 （退任時） 区  分 （選任条項） 氏   名 常勤・非常勤の別 主な現職等 卒 業 生 （第 25 条第１項２号） 住谷 里子 （高等学校） 非常勤 元城里町石塚小学校長 （2011 年 12 月 本人からの申し出による辞任） 在学生の保護者 （第 25 条第１項３号） 大録 匡行 （大学） 非常勤 那珂市立木崎小学校 （2011 年５月 任期満了により退任）   中橋 登志峰 （大学） 非常勤 有限会社中橋電気社 （2012 年３月 任期満了により退任）   加藤木 正文 （短期大学） 非常勤 茨城県土木部都市局建築指導課 （2012 年３月 任期満了により退任）   三村 勝則 （高等学校） 非常勤 茨城みどり農業協同組合 （2012 年３月 任期満了により退任） 学識経験者 （第 25 条第１項 4号 ） 立原 久 非常勤 (財)ボーイスカウト茨城県連盟維持財団理事長 （2011 年５月 任期満了により退任）  森 征一 非常勤 常磐大学学長、常磐短期大学学長 （2012 年３月 本人からの申し出による辞任）   髙橋 潤二郎 非常勤 アカデミーヒルズ顧問、森ビル(株)特別顧問、 （2012 年３月 任期満了により退任）    
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７）教職員の概要 (1) 教員数（2011 年５月１日現在）   人 数 常磐大学大学院 専 任 教授 2 (0) 准教授 1 (1) 講師・助教 0 (0) スーパーバイザー、研究員等 1 (1) 小 計 5 4 非常勤  25 (10) 常磐大学 専 任 教授 63 (11) 准教授 38 (13) 講師・助教 26 (8) スーパーバイザー、研究員等 4 (2) 小 計 124 131 非常勤  153 (45) 常磐短期大学 専 任 教授 10 (4) 准教授 6 (1) 講師・助教 7 (4) スーパーバイザー、研究員等 0 (0) 小 計 23 23 非常勤  27 (20) 常磐大学高等学校 専 任  66 (27) 非常勤  23 (15) 智学館中等教育学校 専 任  20 (8) 非常勤  8 (5) 常磐大学幼稚園 専 任  8 (8) 非常勤  5 (4) 合 計 専 任  252 (88) 非常勤  241 (99) ※()内の数字は、女性の人数を内数で示す。  過去５年間の教員数推移 
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(2) 職員数（2011 年５月１日現在）  人数 常磐大学大学院・常磐大学 常磐短期大学 専 任 112 (51) 非常勤 65 (50) 常磐大学高等学校 専 任 7 (2) 非常勤 2 (1) 智学館中等教育学校 専 任 4 (2) 非常勤 1 (0) 常磐大学幼稚園 専 任 0 (0) 非常勤 3 (2) 合 計 専 任 123 (55) 非常勤 71 (53) ※()内の数字は、女性の人数を内数で示す。  過去５年間の職員数推移 
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２．事業の概要 １）2011 年度事業報告 (1) 新校舎の建設 内 容  地震により被災した高等学校校舎５号館および６号館の建替えのため、設計等建築計画を進める。 (2) 震災復興、支援事業 ① 就学機会の確保 a) 直接の被災による就学継続困難者への支援 内 容 ・本法人が設置する各学校等（大学、短期大学、高等学校および中等教育学校）の被災した学生または生徒を対象とし、学納金を減免する。 対象学生数および減免総額 大学 30名 （全額免除 ５名 半額免除 25名） 20,940,000円  （内経常費補助金特別補助： 13,960,000円）短期大学 ９名 （全額免除 ０名 半額免除 ９名） 5,725,000円  （内経常費補助金特別補助：  3,816,000円）・被災地域の生徒受入れ（高等学校・智学館） 中等教育学校 ４名 5,563,702円（うち２名９月帰郷） b) 福島原子力発電所の事故の影響による就学継続困難者への支援 内 容  東日本大震災で被災した常磐大学大学院・常磐大学・常磐短期大学への入学を希望する2012年度の入学志願者に対して入学検定料を免除することにより経済的な面で支援を図る。 大学 ７名 2,620,000円   （内経常費補助金特別補助： 1,746,000円）短期大学 ０名 0円 c) 災害救助法にかかる被災者に対する入学検定料免除 内 容  大学および短期大学の学生のうち、保証人（家計支持者）の居住する家屋が福島原子力発電所20km圏内にあり、当面家屋からの避難を余儀なくされている者または保証人（家計支持者）の職場が福島原子力発電所20km圏内にあり、失業、休業等により収入が著しく減少している者の学納金を減免する。 大学院 ４名 128,000円 大学 175名 5,097,000円 短期大学 52名 1,664,000円 ② 施設関係 内 容  地震により被災した大学・短期大学・高等学校・中等教育学校・幼稚園の各施設を復旧ための修復工事を行う。 見和キャンパス＞  Ａ棟は、時計塔および北側増築部分の解体撤去。Ｂ棟は、３階部分の解体撤去。Ｄ棟は、耐震化工事の必要性もあり着工できず。その他各所ひび割れ等順次補修。 総額 229,540,000円 （平成23年度私立学校建物其他災害復旧補助（大学）：       115,585,000円） （平成23年度私立学校建物其他災害復旧補助（幼稚園）：       329,000円）  新荘キャンパス＞  損傷被害の大きい５号館および６号館の代わりに仮校舎設置。本館５階プール、体育館３階フロア、学習館４階視聴覚室の天井材落下等の復旧工事。 総額 620,179,000円 （平成23年度私立学校建物其他災害復旧補助（高等学校）：  310,345,000円）  
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小吹キャンパス＞  中等教育学校設置天体望遠鏡の修理。各グランドの防球ネット修繕。 総額 19,459,000円 （平成23年度私立学校建物其他災害復旧補助（中等教育学校）：9,826,000円）  (3) 諸澤幸雄奨学金 a) 開学 100 周年記念事業募金（2012 年３月 31日現在） 目標金額      100,000,000円 寄付金総額（累計）  77,447,453円（2011年度  6,390,700円） 募金件数（累計）     1,732件（2011年度     597件） b) 諸澤幸雄奨学金給付 内 容  心身・学術ともに優れ、経済的に学業の継続が困難となった者（Ⅰ種）、または家計状況が急変し、経済的に学業の継続が困難となった者（Ⅱ種）に対し、奨学金を給付し、公平な就学機会を与えることによって、優位な人材の育成に資する。 給付人数等 大 学 院  Ⅰ種奨学生 ０名 ／ Ⅱ種奨学生 ０名 大  学  Ⅰ種奨学生 ８名 ／ Ⅱ種奨学生 ３名 短期大学  Ⅰ種奨学生 ２名 ／ Ⅱ種奨学生 ２名  (4) 百周年史制作 内 容  学校法人常磐大学の歴史と今後の展望を中心とした記念史の制作（2012年度発行予定）  (5) 開学 100 周年記念講演会 （第５回） 開催日  2011年10月19日 場 所  見和キャンパス内 講 師  JochenLegewie（CNC Japan㈱代表取締役社長、ドイツ自動車工業会日本代表） テーマ  『福島原発報道から学ぶ海外メディア対応 － グローバル時代の海外広報における成功要因 －』 参加者  253名  (6) 事務系システム入れ替え 内 容  事務系システム（ハードウェア・ソフトウェア・基幹システム）の入れ替え２年目。基幹システムのバージョンアップ、ハードウェアのリプレイスを実施。併せて基幹システムにＷｅｂ履修システムの導入を考慮した構成で構築。  (7) キャリア支援センター設置 内 容  学生支援センターの一担当部署から独立したセンターとし、就職相談コーナーやワークスペースを拡充することで、入学時から卒業まで学生一人一人が自主的･主体的に考え行動し、それぞれの学生に適した進路選択のための十分なサポート体制を整える。  (8) 姫ヶ丘寮建設 内 容  本法人設置の各学校における募集対象地域の拡張（通学圏外からの入学者確保）を図るため、在籍する学生または生徒のための寮を茜梅寮隣接地に建設する。  
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(9) Ｓ棟１階教職員用レストラン設置 内 容  教職員福利厚生のためのレストラン設置。 清祓式  2011年９月１日  (10) 組織改編に伴う移設 内 容  組織改編に伴い各部署の建物内配置の見直しおよび移設。  (11) 施設設備の整備 ① ＣＡＬＬ教室システム更新（大学・高等学校） 内 容  大学＞ 既設コール教室に対するシステムリプレース（学生用ＰＣ86台／教員用ＰＣ２台／サーバ４台／コール用映像・音響機器一式） 高等学校＞ 既設コール教室に対するシステムリプレース。リプレイスに併せて語学学習に必要な４技能の習得に役立つ語学学習支援システムを導入するとともに、一部のＰＣにインターネット回線を利用したインターネット電話の機能を実装。 ② Ｍ・Ｇ棟教室等照明器具更新（大学） 内 容  各棟竣工からの使用による経年劣化により、照度低下、電力負荷増加していることに伴う器具の更新。更新に併せた省エネ、環境配慮型商品（ＬＥＤ照明等）の導入 ③ Ｎ棟外装修繕工事（短期大学） 内 容  部分補修を含めた屋上防水工事。年度当初計画していた外壁塗装については、震災復旧による作業員不足により、年度内完了のめどが立たず実施見送り。  (12) 地域等連携関連事業 ① 「常磐大学＆水戸ホーリーホックコラボデー」開催 内 容  水戸ホーリーホックとの連携協力協定の一貫として、ホームゲームを活用した共同事業を開催することで人材の育成ならびに地域社会の活性化に貢献することを目指す。 開催日  2011年８月21日 ② 官産学連携 a) 社団法人茨城県経営者協会「産学連携講座」開設（５年目） 目 的  茨城県を代表する企業経営者および管理者による講義を通し、地域経済の実態と各社の実践する経営活動等について理解を深めるとともに、社会人として必要な心構えや能力を育成する。 調印式  2011年５月12日  (13) 土地購入 ① 見和地区〔職員駐車場隣接地〕 位 置  水戸市見和一丁目436番７ 地 目  畑 面 積  833.00 ㎡    
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２）2011 年度主要行事 月 事        項 ４月 ６日 中等教育学校入学式，７日 高等学校入学式，９日幼稚園入園式， 25日大学院・大学・短期大学入学式 常磐大学オープンカレッジ春夏講座開講（～９月） ５月 ５日 茨城県経営者協会・常磐大学「産学連携講座」開講式，12日 第１回中等教育学校運営審議会， 14日高等学校PTA総会・後援会総会，16～20日 大学・短期大学第１回オープンキャンパス， 25日第１回理事会，第１回評議員会，第２回理事会，28日 教育実践研究所英語教育講演会 ６月 ３日 第１回大学・短期大学説明会， 11日 大学・短期大学第２回オープンキャンパス ７月 ２日 大学・短期大学保護者会，大学後援会総会，短期大学父母の会総会， 第１回中等教育学校説明会，２・３日 中等教育学校校外説明会， ５日 大学院秋セメスター入学試験（修士・博士），５・６日 高等学校クラスマッチ， 12日 第１回幼稚園入園説明会，16日 第２回中等教育学校説明会， 17日 大学・短期大学第３回オープンキャンパス，20日 中等教育学校説明会（塾関係者） 23日 幼稚園夏まつり， 26～28日高等学校見学会 ８月 11日大学・短期大学第４回オープンキャンパス，19日 高等学校見学会（部活動体験） 21日 第３回中等教育学校説明会（オープンスクール），常磐大学・水戸ホーリーホックコラボデー， 30日 幼稚園体験入園 ９月 10日 第４回中等教育学校説明会，大学・短期大学第５回オープンキャンパス 14日 大学・短期大学春セメスター卒業式，大学院春セメスター学位授与式，大学院秋セメスター入学式， 15日 第２回中等教育学校運営審議会，第２回幼稚園入園説明会，18日 中等教育学校智学館カップ， 21日，幼稚園体験入園 常磐大学オープンカレッジ秋講座開講（～３月） 10月 １日 中等教育学校入試説明会，幼稚園運動会，６日高等学校入試説明会（中学校教員向け）， ８日 大学院春セメスター入学Ⅰ期１次試験（修士），９日 大学院春セメスター入学Ⅰ期試験（博士）， 11日 第14回常磐フォーラム，第３回幼稚園入園説明会，15日 中等教育学校入試説明会（オープンスクール）， 19日第５回開学100周年記念講演会，幼稚園体験入園， 22日 第１回高等学校説明会，中等教育学校智学館FESTIVAL， 29日大学人間科学部卒業生ホームカミングデー，第２回高等学校説明会，29・30日 大学・短期大学ときわ祭 11月 １日高等学校芸術鑑賞会，幼稚園入園考査， ５日 中等教育学校入試説明会，短期大学入学試験（一般推薦・社会人・卒業見込者）  ６日大学入学試験（一般推薦・編入学（Ａ日程）），第３回高等学校説明会， ９日 中等教育学校芸術鑑賞会，23日 中等教育学校第１回入学試験， 12日 短期大学入学試験（指定校推薦(常大高含)），13日 大学入学試験（指定校推薦(常大高含)， 30日 第３回理事会，第２回評議員会 大学・短期大学学生募集，高等学校・中等教育学校生徒募集，幼稚園園児募集（～３月） 12月 ３日 幼稚園発表会，大学・短期大学第６回オープンキャンパス，10日 中等教育学校入試説明会， 15日 第３回中等教育学校運営審議会，18日 短期大学幼教フェスタ，短期大学幼児教育保育学科ホームカミングデー １月 ６日 中等教育学校第２回入学試験，９日高等学校入学試験（推薦） 16日 高等学校入学試験（一般），28日 短期大学入学試験，31日 第４回理事会 ２月 ６日 大学入学試験（Ａ方式･留学生･帰国子女）， 16日 大学院春セメスター入学Ⅰ期２次試験(修士)，大学院春セメスター入学Ⅱ期試験(修士)， 17日 大学院春セメスター入学Ⅱ期試験(博士) ３月 １日高等学校卒業式，２日大学入学試験（Ｂ方式・編入学（Ｂ日程））， ６日 大学院春セメスター入学Ⅰ期３次試験(修士)，10日 大学・短期大学第７回オープンキャンパス， 15日 第４回中等教育学校運営審議会，16日幼稚園修了式， 20日大学・短期大学・大学院学位記授与，22日第５回理事会，第３回評議員会    
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３．理事会等開催状況 １）理事会開催状況 第１回 開催日  2011年５月25日（水） 現在数  10名（出席者 ７名  委任状出席 ３名  欠席者 ０名） 監事出席 ２名 ＜審議＞ 第１号 2010年度事業実績（案）に関する件 第２号 2010年度収支決算（案）に関する件 第３号 寄附行為第６条第１項第３号に規定する理事の選任に関する件 第４号 寄附行為第６条第１項第４号に規定する常任理事の選任に関する件 第５号 理事長職務代行者に関する件  第２回 開催日  2011年５月25日（水） 現在数  10名（出席者 ７名  委任状出席 ３名  欠席者 ０名） 監事出席 ２名 ＜審議＞ 第６号 役職者人事に関する件 第７号 寄附行為第25条第１項第３号に規定する評議員の選任に関する件 第８号 2011年度事業計画の追加に関する件 第９号 2011年度収支補正予算に関する件  第３回 開催日  2011年11月30日（水） 現在数  11名（出席者 ９名  委任状出席 ２名  欠席者 ０名） 監事出席 ２名 ＜審議＞ 第10号 寄附行為第25条第１項第２号の規定による評議員の選任に関する件 第11号 常磐大学大学院学則の一部変更に関する件 第12号 常磐大学学則の一部変更に関する件 第13号 常磐短期大学学則の一部変更に関する件 第14号 資産運用に関する件  第４回 開催日  2012年１月31日（火）13時00分から14時30分まで 現在数  11名（出席者 11名  委任状出席 ０名  欠席者 ０名） 監事出席 ２名 ＜審議＞ 第15号 役職者人事に関する件 第16号 学校法人常磐大学役員等の給与および報酬に関する規程の制定に関する件  第５回 開催日  2012年３月22日（木） 現在数  11名（出席者 ８名  委任状出席 ３名  欠席者 ０名） 監事出席 ２名 ＜審議＞ 第17号 寄附行為第25条第１項第３号に規定する評議員の選任に関する件 第18号 2012年度事業計画に関する件 第19号 2012年度収支予算に関する件 第20号 常磐大学高等学校学則の一部変更に関する件 第21号 智学館中等教育学校学則の一部変更に関する件 
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第22号 学校法人常磐大学規程等の整備に関する件   １）評議員会開催状況 第１回 開催日  2011年５月25日（水） 現在数  23名（出席者 14名  委任状出席 ９名  欠席者 ０名） 監事出席  １名 ＜審議＞ 第１号 寄附行為第14条第１項に規定する監事の選任に関する件 第２号 寄附行為第25条第１項第４号に規定する評議員の選任に関する件 ＜諮問＞ 第１号 2011年度事業計画の追加に関する件 第２号 2011年度収支補正予算に関する件  第２回 開催日  2011年11月30日（水）10時30分から11時58分まで 現在数  23名（出席者 16名  委任状出席 ６名  欠席者 １名） 監事出席 １名 ＜諮問＞ 第３号 常磐大学大学院学則の一部変更に関する件 第４号 常磐大学学則の一部変更に関する件 第５号 常磐短期大学学則の一部変更に関する件  第３回 開催日  2012年３月22日（木）10時30分から12時25分まで 現在数  23名（出席者 18名  委任状出席 ５名  欠席者 ０名） 監事出席 １名 ＜審議＞ 第３号 寄附行為第25条第１項第４号に規定する評議員の選任に関する件 第４号 寄附行為第６条第１項第２号に規定する理事の選任に関する件 ＜諮問＞ 第６号 2012年度事業計画に関する件 第７号 2012年度収支予算に関する件 第８号 常磐大学高等学校学則の一部変更に関する件 第９号 智学館中等教育学校学則の一部変更に関する件   ２）常任理事会開催状況 第１回 開催日  2011年４月１日（金） ＜審議＞ １．役職者人事について ２．業務改革に伴う業務分掌の一部変更について ３．智学館中等教育学校運営審議会規程の一部変更および委員の選任について ４．東北地方太平洋沖地震被災者就学支援事業について ＜協議＞ １．東北地方太平洋沖地震における常磐大学・常磐短期大学の特別措置（納付金減免措置）について ２．震災による家計急変学生・生徒への義援金募集について ３．学校法人常磐大学学費等規程の一部変更について ４．学校法人常磐大学管理職手当規程の一部変更について ５．国際交流語学学習センターの組織および運営に関する規程の一部変更について 
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６．学校法人常磐大学における個人情報の取扱いに関する規程第17条第２項に基づく全学個人情報保護委員会委員長指名について ７．外国人向け日本語教育コース開設について  第２回 開催日  2011年４月13日（水） ＜協議＞ １．施設設備再建委員会の設置について ２．学校法人常磐大学管理運営規程別表の一部変更について ３．予算編成の原則について ４．震災対応に務めた教職員の表彰について ５．人事制度検討委員会の設置について ６．学校法人常磐大学被災者支援プロジェクト立ち上げについて ７．国際被害者学研究所における災害対応チームの設置と活動計画および学外からの講師・参加者受け入れについて ８．就学支援フォスター制度（仮）について ９．英語教育講演会の開催について 10．2011年度第１回理事会、第１回評議員会および第２回理事会の開催について  第３回 開催日  2011年５月11日（水） ＜協議＞ １．学校法人常磐大学事務分掌規程の一部変更について ２．東北地方太平洋沖地震に伴う被災地域の生徒の受け入れについて ３．2012年度災害救助法にかかる被災者に対する特別措置について ４．第５回開学100周年記念講演会の開催について ５．「夏の節電目標、一律15％」を受けての節電の具体的取組みについて ６．2011年度第１回理事会、第１回評議員会および第２回理事会の開催について  第４回 開催日  2011年５月17日（火） ＜審議＞ １．2010年度事業実績（案）について ２．2010年度収支決算（案）について ３．2011年度事業計画の追加（案）について ４．2011年度収支補正予算（案）について ５．学校法人常磐大学事務分掌規程の一部変更について ＜協議＞ １．東北地方太平洋沖地震に伴う被災地域の生徒の受け入れについて ２．東北地方太平洋沖大地震で被災された方への特別措置について ３．東日本大震災により帰国している外国人留学生の対応について ４．全学自己点検・評価規程の制定について  ５．「常磐大学＆水戸ホーリーホックコラボデー2011」の開催について ６．2011年度第１回理事会、第１回評議員会および第２回理事会の開催について  第５回 開催日  2011年６月８日（水） ＜審議＞ １．全学自己点検・評価規程の制定について  ＜協議＞ １．ハラスメント対策委員会の委員について ２．ハラスメント調査委員会報告について ３．2012年度検定料について 
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４．交換留学生にかかる費用見直しについて ５．タイ交流協定校からの2011年度交換留学生新規受入れについて ６．経済産業省通知書に伴う対応について ７．「チャレンジ25キャンペーン」へのチャレンジャー登録等について ８．TOEFLiBT準備コース開講について ９．第５回開学100周年記念講演会の開催について  第６回 開催日  2011年６月22日（水） ＜審議＞ １．役職者人事について ２．2012年度検定料について ＜協議＞ １．外国人向け常磐大学大学院奨学金制度新設について ２．2012年度以降の交換留学生制度の運用見直しについて ３．タイからの交換留学生受入れおよび外部機関からの奨学金・補助金について ４．2011年度開学100周年記念事業募金活動の取組みについて ５．電気使用制限方針およびその周知について ６．電気使用の小口需要家への緊急節電の取組み要請について ７．智学館中等教育学校寮の建設について ８．常磐大学高等学校施設整備マスタープラン提案コンペ実施について ９．東北地方太平洋沖地震により被災された方への特別措置の対象者の追加について 10．東北地方太平洋沖地震により被災した生徒への特別措置について 11．第５回開学100周年記念講演会の開催について  第７回 開催日  2011年７月６日（水） ＜審議＞ １．2012年度入学検定料 ２．外国人向け常磐大学大学院奨学金制度新設 ３．2011年度タイからの交換留学生の受入れ ４．ハラスメント職員の処分 ５．事務職員の海外研修 ６．事務職員夏季休暇 ７．人事委員会委員の選任 ＜協議＞ １．学校法人常磐大学管理職手当規程の一部変更 ２．独立行政法人国際協力機構（JICA）公示（参加意思確認公募）に伴う「紛争被害者のための支援システム開発」コースへの応募（申請） ３．2012年度以降交換留学生制度の運用見直し ４．「チャレンジ25キャンペーン」への団体チャレンジャー登録等  第８回 開催日  2011年７月20日（水） ＜協議＞ １．学校法人常磐大学環境委員会の英語名称と構成変更 ２．常磐大学大学院外国人留学生奨学金 ３．タイのCAS大学と常磐大学との覚書 ４．東北太平洋沖地震により被災された方への納付金減免措置  第９回 開催日  2011年８月24日（水） ＜審議＞ 



― 27 ― 

１．第５回開学100周年記念講演会実施計画 ２．2012年度交換留学派遣・受入募集要項 ３．国際被害者学研究所第６回シンポジウム ４．カリフォルニア州立大学ノースリッジ校との交流協定内容への追加事項（Indemnityclause） ５．タイのCAS大学と常磐大学との覚書 ＜協議＞ １．学校法人常磐大学管理運営規程の全面改定 ２．2012年度予算編成スケジュール ３．2011年度秋セメスター学事日程（案） ４．常磐大学大学院外国人留学生奨学金規程制定 ５．常磐大学スポーツ特待生の定数見直し ６．常磐大学高等学校修学旅行助成金  第10回 開催日  2011年９月７日（水） ＜審議＞ １．諸澤幸雄奨学生の選考 ２．大学院留学奨学生審査委員会の委員選任 ＜協議＞ １．2012年度学生生徒等納付金 ２．エコ推進記念講演会３回シリーズの開催 ３．常磐大学幼稚園給食実施要綱  第11回 開催日  2011年９月21日（水） ＜協議＞ １．智学館中等学校運営審議会規程の一部変更 ２．2012年度予算編成方針 ３．常磐大学および常磐短期大学特待生規程の一部変更 ４．東北地方太平洋沖地震により被災された方への納付金減免措置 ５．ソーシャルメディア活用プロジェクト  第12回 開催日  2011年10月５日（水） ＜協議＞ １．大学教員の責任コマ数超過手当規程の一部見直し ２．国際交流語学学習センターおよび情報メディアセンターの規程一部変更 ３．役職者人事（国際交流語学学習センター長） ４．学校法人常磐大学事務系職員定数規程の制定 ５．2012年度予算編成原則 ６．2012年度各予算委員会予算枠 ７．2012年度災害救助法にかかる被災者に対する入学検定料免除 ８．2011年度常磐大学外国人留学生および授業料減免申請者の審査 ９．今後の乳幼児保育、教育のあり方研究会発足  第13回 開催日  2011年10月19日（水） ＜審議＞ １．学校法人常磐大学管理運営規程全面改定に伴う関連諸規程の改定作業 ２．2012年度各予算委員会予算枠 ３．常磐大学および常磐短期大学特待生制度の一部変更 ＜協議＞ 
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１．常磐大学国際交流会館運営規程の一部変更 ２．2012年度災害救助法にかかる罹災者学納金減免措置等 ３．東北地方太平洋沖地震により被災された方への納付金減免措置 ４．茨城エコ事業所登録 ５．智学館生徒寮管理運営WGの設置 ６．常磐大学・常磐短期大学研究費執行方法の見直し ７．平成23年度JICA委託事業「紛争被害者のための支援システムの開発」コース講師料 ８．第３回理事会および第２回評議員会開催  第14回 開催日  2011年11月９日（水） ＜審議＞ １．常磐大学学則の一部変更 ２．常磐短期大学学則の一部変更 ３．各センター等の組織および運営に関する規程の一部変更 ４．高等学校施設整備マスタープラン設計業者決定 ＜協議＞ １．学校法人常磐大学パートタイムスタッフ採用の手続きに関する規程の制定 ２．学校法人常磐大学パートタイムスタッフの勤務に関する規程の制定 ３．学校法人常磐大学パートタイムスタッフ給与規程の制定 ４．震災復興および将来計画のための資金計画 ５．2012年度新規事業予算案件 ６．罹災学生に対する2012年度授業料等減免措置（新入生を含む） ７．デリバティブ取引の今後の対応 ８．「学校法人常磐大学ローズヴィラ水戸奨学金（仮称）」設置に関する覚書 ９．第３回理事会および第２回評議員会開催  第15回 開催日  2011年11月24日（木） ＜審議＞ １．常磐大学大学院学則の一部変更 ２．デリバティブ取引の今後の対応 ＜協議＞ １．学校法人常磐大学嘱託職員の採用および給与に関する規程の制定 ２．学校法人常磐大学嘱託職員の勤務に関する規程の制定 ３．罹災者学納金減免審査委員会委員の選任 ４．大口事業の業者選定手続き ５．2012年度新規事業予算案件 ６．専任職員の冬季休暇  第16回 開催日  2011年12月７日（水） ＜審議＞ １．諸規程上の常任理事表記の一部変更 ＜協議＞ １．学校法人常磐大学任期付職員規程の制定 ２．学校法人常磐大学環境保全活動基準（ミニマム・スタンダード）の策定 ３．中等教育学校生徒寮の募集案内  第17回 開催日  2011年12月21日（水） ＜審議＞ １．長期無断遅刻を繰り返した管理職者の処分 
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２．新設生徒寮の募集案内 ＜協議＞ １．学校法人常磐大学準専任職員規程の全面改定 ２．学校法人常磐大学管理職手当規程の全面改定 ３．2012年度新規事業予算 ４．学校法人常磐大学環境保全活動基準（ミニマム・スタンダード）の策定 ５．第４回理事会開催  第18回 開催日  2012年１月11日（水） ＜協議＞ １．学校法人常磐大学常任理事規程の改定 ２．学校法人常磐大学役員等の給与および報酬に関する規程の制定 ３．諸澤幸雄奨学生の選考 ４．第４回理事会開催  第19回 開催日  2012年１月25日（水） ＜審議＞ １．第４回理事会次第 ＜協議＞ １．留学生の受入れ体制（日本語教育拠点）の構築 ２．カリフォルニア州立大学フレズノ校開講科目「JapaneseLanguageandCulture」における学生の受入れ ３．「エコサポーター」の募集  第20回 開催日  2012年２月15日（水） 13：00～15：30 ＜審議＞ １．長期無断遅刻者の対応 ＜協議＞ １．学校法人常磐大学管理運営規程の一部変更 ２．学校法人常磐大学業務分掌規程の一部変更 ３．学校法人常磐大学国内校務出張規程の制定 ４．学校法人常磐大学役員等出張規程の制定 ５．常磐大学高等学校労働組合との協定書締結 ６．2012年度大学院・大学・短期大学入学検定料検定料免除申請者数および免除額 ７．「エコサポーター」の募集 ８．ALLTOKIWA［仮称］の開催 ９．第５回理事会、第３回評議員会開催  第21回 開催日  2012年２月29日（水）13：00～15：30 ＜審議＞ １．第５回理事会、第３回評議員会開催 ２．2012年度春セメスター学事日程（案） ＜協議＞ １．2012年度事業計画（案） ２．2012年度新規事業予算案件 ３．学会開催に関する規程の全面改定 ４．「チャレンジ25キャンペーン」への団体チャレンジャー登録  
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第22回 開催日  2012年３月14日（水）13：00～15：30 ＜審議＞ １．2012年度事業計画（案） ２．2012年度収支予算（案） ３．常磐大学高等学校学則の一部変更 ４．智学館中等教育学校学則の一部変更 ５．2012年度役職者人事 ６．学校法人常磐大学規程等の整備 ７．学校法人常磐大学国外校務出張規程の制定 ８．第５回理事会、第３回評議員会次第  第23回 開催日  2012年３月28日（水）13：00～14：30 ＜審議＞ １．理事会から常任理事会に移管された規程の整備 ２．学校法人常磐大学業務分掌規程の一部変更 ＜協議＞ １．学校法人常磐大学国内研修出張に関する規程 ２．常磐大学国際交流会館利用細則の制定 ３．2012年度100周年記念講演会開催                                 
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４．財務状況 １）消費収支計算書関係比率（法人全体）                      ※ 「学校法人会計基準」に基づく財務計算書類中の消費収支計算書（法人全体）を用いて過去５年分の比率を算出。  ２）消費収支計算書関係比率（大学）                             ※ 「学校法人会計基準」に基づく財務計算書類中の消費収支計算書（法人全体）を用いて過去５年分の比率を算出。 
  

比    率 算   式（＊１００） 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 備考人  件  費 ％ ％ ％ ％ ％帰 属 収 入 55.4  59.8  58.9  62.6  57.4人  件  費学生生徒等納付金 75.0  81.4  79.4  83.7  85.6教育研究経費帰 属 収 入 34.7  37.2  36.5  34.3  31.5管 理 経 費帰 属 収 入 11.5  11.0  11.0  9.7  10.2借入金等利息帰 属 収 入 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0帰属収入－消費支出 　帰属収入 -1.8  -8.1  -12.7  -10.3  0.1消 費 支 出帰 属 収 入 101.8  108.1  112.7  110.3  99.9消 費 支 出消 費 収 入 165.0  125.0  115.0  116.5  104.8学生生徒等納付金帰 属 収 入 73.8  73.4  74.1  74.8  67.0寄  付  金帰 属 収 入 0.1  0.2  1.1  0.3  0.4補  助  金帰 属 収 入 17.5  17.9  18.1  17.6  26.0基本金組入額帰 属 収 入 38.3  13.5  2.0  5.3  4.7減価償却費消 費 支 出 14.0  14.6  13.9  13.6  12.5

1 人 件 費 比 率2 人 件 費 依 存 率5 借 入 金 等 利 息 比 率6 帰 属 収 支 差 額 比 率3 教 育 研 究 経 費 比 率4 管 理 経 費 比 率
9 学 生 生 徒 等 納 付 金 比 率10 寄 付 金 比 率7 消 費 支 出 比 率8 消 費 収 支 比 率
13 減 価 償 却 費 比 率11 補 助 金 比 率12 基 本 金 組 入 率

比    率 算   式（＊１００） 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 備 　 考人  件  費 ％ ％ ％ ％ ％帰 属 収 入 54.9  60.4  61.1  62.6  58.9人  件  費学生生徒等納付金 68.7  75.9  75.7  75.8  74.4教育研究経費帰 属 収 入 33.8  33.5  35.1  32.9  29.4管 理 経 費帰 属 収 入 11.6  11.8  12.0  11.0  11.6借入金等利息帰 属 収 入 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0帰属収入－消費支出帰属収入 -0.6  -5.9  -18.7  -6.8  2.3消 費 支 出帰 属 収 入 100.6  105.9  118.7  106.8  100.4消 費 支 出消 費 収 入 106.0  107.8  121.3  107.4  102.8学生生徒等納付金帰 属 収 入 80.0  79.6  80.8  82.5  79.2寄  付  金帰 属 収 入 0.1  0.2  0.1  0.2  0.2補  助  金帰 属 収 入 13.1  13.6  13.0  11.7  16.9基本金組入額帰 属 収 入 5.1  1.8  2.1  0.6  2.3減価償却費消 費 支 出 13.5  13.3  11.6  12.0  12.5

1 人 件 費 比 率2 人 件 費 依 存 率3 教 育 研 究 経 費 比 率4 管 理 経 費 比 率5 借 入 金 等 利 息 比 率6 帰 属 収 支 差 額 比 率7 消 費 支 出 比 率8 消 費 収 支 比 率9 学 生 生 徒 等 納 付 金 比 率10 寄 付 金 比 率
13 減 価 償 却 費 比 率11 補 助 金 比 率12 基 本 金 組 入 率
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３）貸借対照表関係比率（法人全体） 
         
         ※ 「学校法人会計基準」に基づく財務計算書類中の貸借対照表を用いて、過去５年分の比率を算出。 ※ 「総資金」は負債＋基本金＋消費収支差額を、「自己資金」は基本金＋消費収支差額を表す   

比    率 算    式　（＊１００） 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 備考固 定 資 産 ％ ％ ％ ％ ％総   資   産 84.2  85.3  84.0  85.7  83.9  流 動 資 産総  資   産 15.8  14.7  16.0  14.3  16.1固 定 負 債総   資   金 2.5  2.5  2.6  2.6  2.5流 動 負 債総   資   金 3.1  3.2  3.3  3.2  3.7自 己 資 金総  資  金 94.4  94.2  94.1  94.2  93.8消 費 収 支 差 額総  資  金 -13.6  -17.8  -21.0  -24.6  -25.4固 定 資 産自 己 資 金 89.2  90.6  89.2  91.0  89.5固 定 資 産自己資金＋固定負債 86.9  88.2  86.9  88.5  -87.1 流 動 資 産流 動 負 債 510.8  453.8  485.0  452.6  435.2総  負  債総  資  産 5.6  5.8  5.9  5.8  6.2総  負  債自 己 資 金 6.0  6.1  6.2  6.1  6.6現 金 預 金前  受  金 529.1  478.4  530.3  517.3  523.7退職給与引当特定預金（資産）退職給与引当金 0.0  0.0  0.0  0.0  0.0基  本  金基本金要組入額 100.0  100.0  100.0  100.0  100.0減価償却累計額減価償却資産取得価格（図書を除く） 38.4  37.8  40.7  43.0  45.4

3 固 定 負 債 構 成 比 率4 流 動 負 債 構 成 比 率1 固 定 資 産 構 成 比 率2 流 動 資 産 構 成 比 率
7 固 定 比 率8 固 定 長 期 適 合 率5 自 己 資 金 構 成 比 率6 消 費 収 支 差 額 構 成 比 率
11 負 債 比 率12 前 受 金 保 有 率9 流 動 比 率10 総 負 債 比 率
15 減 価 償 却 比 率13 退 職 給 与 引 当 預 金 率14 基 本 金 比 率



付 録 (1) 施設整備事業実施位置図  

(2) 土地購入位置図 
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